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ど
の
農
業
部
門
も
停
滞
し
て
い
る
な
か
、
肉
牛
の
生
産
額
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

な
ぜ
、
離
島
で
肉
用
牛
繁
殖
が
集
積
し
、
成
長
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
背
景
に
は
、
同
部
門
の
構
造
的
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
肉
用
牛
繁

殖
は
最
も
土
地
使
用
的
な
（
多
く
の
土
地
を
必
要
と
す
る
）
農
業
部
門
で
あ

り
、
牧
草
を
与
え
る
た
め
に
広
大
な
面
積
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

人
口
が
減
少
し
土
地
が
余
り
気
味
の
離
島
に
お
い
て
、
肉
用
牛
繁
殖
に

は
立
地
の
合
理
性
が
あ
る
。
加
え
て
、
販
売
さ
れ
る
子
牛
は
、
生
鮮
品

で
あ
る
牛
乳
や
野
菜
と
比
べ
て
、
輸
送
に
お
い
て
定
時
出
荷
や
鮮
度
管

理
が
厳
し
く
問
わ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
離
島
の
よ
う
な
遠
隔
地
で
も

流
通
上
の
不
利
性
が
小
さ
い
。
さ
ら
に
、
子
牛
の
最
終
産
品
で
あ
る
和

牛
肉
は
、
輸
入
牛
肉
と
品
質
面
で
差
別
化
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年

代
後
半
以
降
、
多
く
の
農
産
物
が
価
格
を
下
落
さ
せ
る
な
か
で
、
和
牛

肉
の
価
格
は
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
。

は
じ
め
に

�

島
で
牛
を
見
か
け
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
見
か
け
た
の
な

ら
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
和
牛
の
母
牛
で
あ
り
、
そ
の
子
牛
の
多
く
は
海

を
渡
っ
て
本
土
で
肥
育
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
普
段
店
頭
に
並
ぶ
和
牛

肉
も
、
元
を
た
ど
れ
ば
島
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

和
牛
の
母
牛
を
飼
育
し
、そ
の
母
牛
が
産
ん
だ
子
牛
を
販
売
す
る
。じ

つ
は
、
こ
の
よ
う
な
「
肉
用
牛
繁
殖
」
と
呼
ば
れ
る
農
業
部
門
が
日
本

の
離
島
に
お
け
る
農
業
生
産
額
の
中
で
最
大
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

わ
が
国
の
離
島
に
は
鹿
児
島
県
や
沖
縄
県
な
ど
の
南
西
諸
島
が
多
く
含

ま
れ
る
た
め
、
工
芸
農
作
物
（
＝
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
の
生
産
額
が
大
き
い
が
、

肉
牛
の
生
産
額
は
そ
れ
を
上
回
る
（
図
1
）。
さ
ら
に
肉
用
牛
繁
殖
部
門

は
、
離
島
の
第
一
次
産
業
の
中
で
も
例
外
的
に
成
長
し
て
い
る
。
島
の

経
済
を
支
え
て
き
た
水
産
業
は
近
年
縮
小
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
野
菜
な

概 
説離

島
に
お
け
る

肉
用
牛
産
業
の
展
開
を
読
み
解
く

大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
教
授　

大
呂 

興
平
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図1　離島の農産物生産額構成割合（2020年）
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
大
局
的
な
理
解
だ
け
で
は
、
離
島
の
肉
用
牛

産
業
の
展
開
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
離
島
」
と

一
括
り
に
さ
れ
が
ち
な
中
で
も
、
そ
の
動
向
に
は
大
き
な
地
域
差
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
概
観
し
、
地
理
学
的
な
視
点
か

ら
そ
の
説
明
を
試
み
た
い
。

資料：日本離島センター「離島統計年報」、農林水産省「生産農業所得統計」

肉
用
牛
繁
殖
を
営
む
島
々

�

肉
用
牛
繁
殖
が
盛
ん
な
島
は
、
地
理
的
に
偏
っ
て
い
る
。
肉
牛
五
百

頭
以
上
の
主
要
産
地
は
（
表
1
）、
佐
渡
島
を
除
け
ば
す
べ
て
西
南
日
本

に
位
置
す
る
。
た
だ
し
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
は
含
ま
れ
ず
、
隠
岐
、
壱

岐
、
対
馬
、
五
島
列
島
、
南
西
諸
島
と
い
っ
た
外
海
の
島
々
が
こ
れ
に

該
当
す
る
。
特
に
南
西
諸
島
へ
の
集
中
は
顕
著
で
、
鹿
児
島
県
お
よ
び

沖
縄
県
の
離
島
が
、
全
国
の
離
島
に
お
け
る
肉
牛
頭
数
の
八
割
を
占
め

る
。
ま
た
、
肉
用
牛
繁
殖
は
、
き
わ
め
て
隔
絶
性
の
高
い
小
離
島
に
お

い
て
も
成
立
す
る
。
表
2
は
、人
よ
り
牛
の
数
が
多
い
島
（
五
百
頭
未
満
）

を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
南
西
諸
島
に
属
し
、
人
口
が
数

十
人
規
模
の
ト
カ
ラ
列
島
の
島
々
や
、
沖
縄
・
多た

良ら

間ま

村
に
属
す
る
わ

ず
か
一
世
帯
の
み
の
水み

ん

納な

島し
ま

で
も
、
肉
用
牛
繁
殖
が
成
立
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
島
々
に
お
い
て
も
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
は
多

様
な
自
然
環
境
の
も
と
で
展
開
し
て
い
る
。
図
2
は
、
と
も
に
肉
用
牛

繁
殖
が
盛
ん
な
、
島
根
県
知ち

夫ぶ

里り

島じ
ま

と
沖
縄
県
多
良
間
島
の
地
形
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
知
夫
里
島
は
急
峻
で

耕
地
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
珊
瑚
礁
が
隆
起
し
て
で
き

た
多
良
間
島
は
低
平
で
島
の
面
積
の
お
よ
そ
半
分
が
耕
地
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
地
形
条
件
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ま
た
、
最
寒

月
の
平
均
気
温
は
、
知
夫
里
島
が
五
・
二
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
多
良

間
島
で
は
一
八
・
七
度
と
、
気
候
条
件
の
違
い
も
著
し
い
。
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さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
が
類
似
す
る
島
々
で
も
、
肉
用
牛
繁

殖
の
動
向
に
は
差
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
い
ず
れ
も
亜
熱
帯
で
平
坦
な

島
で
あ
っ
て
も
、
過
去
二
〇
年
間
で
多
良
間
島
や
伊
江
島
で
は
頭
数
が

増
加
し
た
の
に
対
し
、
宮
古
島
や
沖
永
良
部
島
で
は
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
各
離
島
の
肉
用
牛
繁
殖
経
営
の
展
開
を
理
解
す

る
に
は
、自
然
環
境
と
と
も
に
、そ
う
し
た
環
境
下
で
人
々
が
積
み
重
ね

て
き
た
対
応
や
実
践
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
以
下
で
は
、
肉
用
牛
繁
殖
の
歴
史
的
な
展
開
や
現
在
の
市
場
環
境

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
各
離
島
の
動
向
を
読
み
解
く
視
点
を
示
し
た
い
。

離
島
に
お
け
る
肉
用
牛
繁
殖
の
歴
史
的
背
景

�
か
つ
て
牛
は
、
耕
耘
に
用
い
ら
れ
る
「
役え

き

牛ぎ
ゅ
う

」
と
し
て
全
国
各
地
の

農
山
村
で
飼
わ
れ
て
い
た
。
田
植
え
に
必
要
な
耕
耘
作
業
が
終
わ
る
と
、

牛
は
集
落
の
構
成
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る
奥
山
の
「
入い

り

会あ
い

牧ぼ
く

野や

」
に
自
然
放
牧
さ
れ
、
牧
野
の
草
が
不
足
す
る
冬
季
に
な
る
と
、
家

表1　2021年時点で肉用牛が500頭以上いる離島

表2　人口より肉牛の頭数が多い離島（500頭未満）

資料：日本離島センター「離島統計年報」
本稿でいう「離島」の範囲は、離島統計年報の収録範囲に準じたもの
であり、沖縄本島や淡路島などは含まれない。

図2　知夫里島（高い島）と多良間島（低い島）の陰影起伏図

島名（頭数）

新潟県 佐渡島（958）

島根県 島後（888）、中ノ島（1,198）、西ノ島（878）、
知夫里島（741）

長崎県 対馬島（547）、壱岐島（10,301）、宇久島（2,001）、
小値賀島（727）、大島（617）、福江島（6,849）

鹿児島県

屋久島（879）、種子島（10,474）、
奄美大島（1,808）、徳之島（11,559）、
喜界島（2,714）、沖永良部島（5,054）、
与論島（5,669）

沖縄県

伊江島（4,550）、久米島（3,226）、宮古島（9,632）、
多良間島（3,312）、石垣島（23,396）、小浜島
（878）、黒島（2,800）、西表島（1,711）、与那国島
（893）

島名（人口,頭数）

鹿児島県

硫黄島（114人,161頭）、黒島（172人,236頭）
口之島（97人,197頭）、諏訪之瀬島（66人,94頭）
悪石島（73人,99頭）、宝島（106人,129頭）
与路島（67人,121頭）

沖縄県 水納島（4人,46頭）
新城島下地（2人,58頭）

資料：日本離島センター「離島統計年報」
香川県の小豊島も人口より肉牛が多いが、肉牛のほとんどが肥育牛で
あるため除外した。500頭以上で人口より肉牛頭数が多い島は、知夫里
島、徳之島、与論島、伊江島、多良間島、小浜島、黒島（沖縄県）である。
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各
地
の
動
向
を
読
み
解
く
視
点

�

地
形
と
粗
飼
料
調
達
方
法
―
高
い
島
と
低
い
島

肉
用
牛
繁
殖
経
営
は
放
牧
と
、
採
草
に
よ
る
牧
草
給
与
と
い
う
、
異

な
る
粗
飼
料
調
達
方
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
形
条
件
の
異
な
る

島
々
で
の
成
立
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

隠
岐
や
鹿
児
島
県
の
火
山
島
な
ど
の
平
地
に
乏
し
い
離
島
、
す
な
わ

ち
「
高
い
島
」
で
も
肉
用
牛
繁
殖
が
盛
ん
な
の
は
、
傾
斜
地
を
放
牧
に

利
用
で
き
る
た
め
で
あ
る
（
写
真
1
）。
一
般
に
放
牧
で
は
、
母
牛
一
頭

に
つ
き
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
土
地
が
必
要
で
あ
り
、
必
要
な
土
地
を

自
ら
確
保
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
離
島
の
多
く

に
は
、
入
会
牧
野
に
由
来
す
る
共
同
放
牧
場
が
存
在
し
、
各
農
家
は
土

地
の
制
約
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に
参
入
や
規
模
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
。

一
方
で
、
壱
岐
や
南
西
諸
島
の
隆
起
珊
瑚
礁
の
平
坦
な
離
島
、
す
な

わ
ち
「
低
い
島
」
で
は
、多
く
の
土
地
が
耕
地
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
島
々
で
は
、放
牧
地
は
限
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、サ
ト
ウ
キ
ビ
作
や

稲
作
が
面
的
に
展
開
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
こ
れ
ら

の
農
業
部
門
の
収
益
性
の
低
下
と
と
も
に
、
各
農
家
が
田
畑
を
牧
草
地

に
転
換
し
、
主
に
採
草
に
よ
り
粗
飼
料
が
確
保
さ
れ
て
き
た
（
写
真
2
）。

放
牧
と
採
草
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
西
南
日
本
、
と
り
わ
け
南
西

諸
島
の
温
暖
な
気
候
は
、
肉
用
牛
繁
殖
部
門
に
有
利
と
な
り
、
他
産
地

の
近
く
の
納
屋
に
連
れ
戻
さ
れ
て
舎
飼
い
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に

入
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
に
よ
り
役
牛
と
し
て
の
役
割
は
終
わ
り

を
迎
え
た
。
こ
の
時
期
に
は
多
く
の
農
村
部
で
就
業
機
会
が
増
加
し
た

こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
牛
の
飼
養
を
や
め
て
農
外
の
仕
事

に
就
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
隔
絶
性
の
高
い
離
島
で
は
、
農
業
の
機
械
化

が
遅
れ
、
就
業
機
会
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
副
業
と
し
て
の
牛
飼
い

が
残
存
し
、
入
会
牧
野
の
利
用
も
継
続
さ
れ
た
。
現
在
の
離
島
に
見
ら

れ
る
肉
用
牛
繁
殖
経
営
は
、
こ
う
し
た
か
つ
て
の
役
牛
の
飼
育
を
源
流

と
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
九
八
〇
年
頃
ま
で
は
、
牛
は
畦あ

ぜ

草く
さ

や
稲

わ
ら
、
野
草
、
入
会
牧
野
に
由
来
す
る
共
同
放
牧
場
な
ど
の
草
資
源
に

依
り
、
各
戸
で
数
頭
ず
つ
副
業
的
に
飼
わ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
離
島
の
肉
用
牛
繁
殖
部
門
に
は
、
一
九
八
〇

年
代
後
半
よ
り
、
他
部
門
に
対
し
て
優
位
性
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

価
格
支
持
政
策
の
後
退
と
と
も
に
、
米
や
麦
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
価

格
が
下
落
し
た
一
方
、子
牛
価
格
は
上
昇
し
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、子

牛
は
一
〇
カ
月
程
度
ま
で
育
成
さ
れ
た
の
ち
に
家
畜
市
場
に
出
荷
さ
れ
、

血
統
や
発
育
に
よ
っ
て
大
き
な
価
格
差
が
あ
る
も
の
の
、
一
頭
あ
た
り

数
十
万
円
で
競
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
場
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
肉
牛
飼
養
が
残
存
し
て
い
た
島
々
で
は
肉
用
牛
繁
殖
の
拡
大
が

促
さ
れ
、
多
様
な
動
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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写真1　放牧場の野草を食む牛（口永良部島、2004年）

写真2　採草された乾草を与えられる牛（多良間島、2017年）
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よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
の
生
産
を
容
易
に
し
て
い
る
。
本
州
周
辺
で
は
冬

季
に
は
、
草
の
不
足
や
積
雪
で
放
牧
が
困
難
に
な
り
、
こ
の
間
は
貯
蔵

し
て
い
た
粗
飼
料
を
牛
舎
で
給
与
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
温

暖
な
南
西
諸
島
で
は
冬
季
で
も
放
牧
が
可
能
で
あ
り
、
労
働
負
担
を
大

き
く
軽
減
で
き
る
。
採
草
に
お
い
て
も
、
本
州
周
辺
は
年
に
二
〜
三
回

の
牧
草
収
穫
が
限
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
西
諸
島
で
は
五
〜
六
回
可

能
で
あ
り
、よ
り
少
な
い
面
積
で
多
く
の
牛
を
飼
う
こ
と
が
で
き
る
。た

だ
し
、
放
牧
で
頭
数
を
増
や
す
に
は
、
放
牧
下
で
の
人
工
授
精
や
子
牛

の
育
成
な
ど
、
確
実
な
個
体
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
採
草
面
積

を
増
や
す
に
は
採
草
機
械
へ
の
多
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
各
地
の
農
家
は
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
を
拡
大
す
る
う
え

で
、
自
ら
の
利
用
可
能
な
土
地
や
労
働
力
、
資
金
力
な
ど
に
応
じ
て
放

牧
と
採
草
の
組
み
合
わ
せ
を
変
え
、
ま
た
、
不
足
分
は
乾
草
の
購
入
な

ど
に
よ
っ
て
補
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
は
異
な
る

自
然
条
件
の
も
と
に
多
様
な
か
た
ち
で
根
付
い
て
お
り
、
各
地
域
の
展

開
や
経
営
上
の
課
題
も
そ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

農
家
群
と
そ
の
世
代
交
代
―
も
と
も
と
地
域
に
誰
が
い
た
の
か

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
離
島
の
肉
用
牛
繁
殖
部
門
で
は
成
長
が

促
さ
れ
た
が
、
当
時
誰
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
の
か
が
、
各
地

の
産
業
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
点
で
、「
高
い

島
」
と
「
低
い
島
」
に
大
別
す
る
見
方
は
こ
こ
で
も
有
効
で
あ
る
。

耕
地
率
が
高
く
他
の
農
業
部
門
が
広
が
っ
て
い
た
「
低
い
島
」
の
場

合
、
地
域
に
い
た
多
数
の
畑
作
農
家
や
稲
作
農
家
が
、
肉
用
牛
繁
殖
経

営
へ
の
参
入
・
拡
大
を
進
め
た
。
特
に
南
西
諸
島
で
は
、
沖
縄
の
本
土

復
帰
（
一
九
七
二
年
）
直
後
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を

機
に
就
農
し
た
世
代
が
厚
く
存
在
し
て
い
た
。
彼
ら
が
八
〇
年
代
後
半

に
、
副
収
入
源
と
し
て
肉
用
牛
を
一
斉
に
増
や
し
た
こ
と
が
、
こ
の
部

門
の
急
激
な
成
長
を
支
え
て
い
た
。
そ
の
後
の
動
向
に
も
こ
の
世
代
構

成
が
大
き
く
影
響
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
彼
ら
の
引
退
に
伴
っ
て

同
部
門
が
縮
小
に
転
じ
た
地
域
も
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
「
高
い
島
」
で
は
、
平
地
に
乏
し
く
大
き
な
人
口
を

支
え
る
農
業
部
門
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
肉
用
牛
繁
殖
の
担
い
手

も
限
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
隠
岐
・
知
夫
里
島
で
は
、
漁
業
や
土

建
業
、
左
官
な
ど
を
本
業
と
し
て
い
た
世
帯
が
肉
用
牛
繁
殖
経
営
へ
と

参
入
・
拡
大
し
た
の
み
で
、
同
部
門
の
成
長
も
緩
や
か
な
も
の
に
と
ど

ま
っ
た
。
ま
た
、「
高
い
島
」
は
産
業
に
乏
し
い
た
め
人
口
減
少
が
著
し

く
、
島
で
の
定
住
自
体
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
火
山
噴
火
に
よ

り
全
島
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
口く

ち
の

永え

良ら

部ぶ

島じ
ま

は
極
端
な
例
で
は
あ
る

が
、
定
住
の
難
し
さ
が
担
い
手
不
足
を
招
き
、
そ
れ
が
肉
用
牛
部
門
の

停
滞
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
島
は
少
な
く
な
い
。

も
っ
と
も
、
高
い
島
で
も
低
い
島
で
も
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
肉

用
牛
を
増
や
し
た
世
代
は
、
ほ
と
ん
ど
が
リ
タ
イ
ヤ
し
て
い
る
。
世
代

交
代
と
と
も
に
、
牛
舎
や
採
草
機
械
へ
の
大
き
な
投
資
を
伴
っ
た
経
営
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が
増
え
て
お
り
、
各
地
の
産
業
の
動
向
を
論
じ
る
う
え
で
は
、
個
々
の

経
営
の
技
術
的
特
徴
に
注
目
す
る
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。

規
模
拡
大
と
技
術
の
学
習
―
地
域
に
お
け
る
集
合
的
対
応

各
離
島
で
は
農
家
の
世
代
交
代
が
生
じ
て
い
る
が
、
肉
用
牛
繁
殖
経

営
で
は
十
数
頭
ま
で
で
あ
れ
ば
簡
素
な
設
備
の
み
で
所
得
が
確
保
で
き

る
た
め
、
若
い
世
代
で
も
他
の
本
業
に
軸
足
を
置
き
、
副
次
的
に
少
頭

数
を
飼
う
者
は
多
い(

写
真
２)

。
し
か
し
、世
代
交
代
を
機
に
、大
型
牛

舎
や
機
械
を
整
備
し
て
頭
数
を
大
幅
に
増
や
し
、
肉
牛
単
独
で
高
所
得

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
事
例
も
増
え
て
い
る(

写
真
３)

。
肉
用
牛
繁
殖

の
大
規
模
経
営
は
、
単
独
で
一
千
万
円
を
超
え
る
高
所
得
を
実
現
し
う

る
数
少
な
い
部
門
と
し
て
、
島
の
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
大
規
模
経
営
の
実
現
が
、
常
に
高
所
得
を
も
た

ら
す
と
は
限
ら
な
い
。
頭
数
が
増
え
る
と
個
体
観
察
が
行
き
届
か
な
く

な
り
、
人
工
授
精
の
遅
延
や
疾
病
の
蔓
延
に
よ
る
損
失
が
増
加
し
や
す

い
か
ら
で
あ
る
。二
〇
一
六
年
時
点
の
多
良
間
島
の
各
経
営
を
上
位
、中

位
、
下
位
の
各
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
比
較
す
る
と
、
母
牛
一
〇
頭
あ
た

り
の
子
牛
生
産
頭
数
（
生
産
率
）
は
、
上
位
が
八
・
六
頭
、
中
位
が
七
・

〇
頭
、
下
位
が
五
・
六
頭
と
、
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
。
同
様
に
、
子

牛
の
平
均
販
売
価
格
に
も
、
上
位
と
下
位
の
経
営
間
で
七
・
四
万
円
の

開
き
が
あ
っ
た
。
標
準
的
な
生
産
費
を
用
い
て
推
計
す
る
と
、
仮
に
母

写真3　近代的な牛舎や機械を揃えた経営（多良間島、2017年）
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お
わ
り
に

�

近
年
、
全
国
的
な
子
牛
価
格
の
下
落
と
と
も
に
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営

の
将
来
を
危
ぶ
む
声
が
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
が
和
牛
を
ま
っ

た
く
食
べ
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、西
南
日
本
の
離
島
は
、国

内
で
は
低
コ
ス
ト
で
の
子
牛
生
産
が
可
能
な
地
域
で
も
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
単
に
価
格
の
下
落
や
統
計
上
の
頭
数
の
減
少
を
も
っ
て
過
度

に
悲
観
す
る
こ
と
も
、
マ
ク
ロ
的
な
優
位
性
だ
け
に
依
拠
し
て
楽
観
す

る
こ
と
も
、
地
域
と
し
て
の
産
業
振
興
の
あ
り
方
を
見
誤
り
か
ね
な
い
。

重
要
な
の
は
、
具
体
的
な
自
然
条
件
の
制
約
の
も
と
で
、
地
域
の
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
技
術
的
特
徴
を
持
つ
経
営
を
実
現
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
ど

の
よ
う
な
生
き
方
を
築
い
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
で

ふ
れ
た
よ
う
な
地
理
学
的
な
考
察
が
あ
っ
て
こ
そ
、
当
該
社
会
に
お
け

る
肉
用
牛
繁
殖
の
現
状
や
望
ま
し
い
将
来
を
的
確
に
論
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
筆
者
も
島
々
に
足
を
運
び
、
考
え
続
け
た
い
。�

■

牛
を
六
〇
頭
飼
養
し
た
場
合
、
生
産
率
お
よ
び
子
牛
価
格
の
両
方
が
上

位
水
準
の
経
営
で
は
、
一
二
五
〇
万
円
程
度
の
所
得
が
見
込
ま
れ
る
の

に
対
し
、
こ
れ
ら
が
下
位
水
準
の
経
営
で
は
、
わ
ず
か
一
八
〇
万
円
程

度
に
と
ど
ま
る
。
子
牛
は
単
価
が
高
い
た
め
、
個
体
管
理
の
失
敗
は
経

営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

多
頭
飼
養
下
で
確
実
な
個
体
管
理
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
薬
剤
や

機
材
を
用
い
た
対
処
に
加
え
、
生
産
者
自
身
が
牛
の
状
態
を
的
確
に
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
島
に
よ
っ
て
放
牧

や
採
草
の
組
み
合
わ
せ
は
異
な
り
、
放
牧
下
で
の
牛
の
行
動
や
流
行
し

や
す
い
疾
病
な
ど
も
地
域
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
多

頭
飼
養
下
の
個
体
管
理
に
は
、
獣
医
学
的
な
専
門
知
識
と
と
も
に
、
現

場
で
蓄
積
さ
れ
る
経
験
的
知
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
代
後
半
の
多
良
間
島
で
は
、
熱
心
な
獣
医
と
規
模
拡
大

に
取
り
組
む
同
世
代
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
が
密
に
関
わ
り
、
牛
の
行
動

や
疾
病
対
応
、
血
統
情
報
な
ど
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
各
経
営
に
お

け
る
個
体
管
理
の
質
を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
管
理
技
術
の

進
展
は
、
当
時
の
子
牛
価
格
の
高
騰
と
も
相
ま
っ
て
、
肉
用
牛
繁
殖
の

大
規
模
経
営
を
魅
力
的
な
選
択
肢
と
し
、
新
た
な
経
営
者
の
参
入
や
若

者
の
帰
島
を
促
す
要
因
と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
規
模
経

営
の
比
重
が
増
す
に
つ
れ
、
地
域
内
で
の
個
体
管
理
に
関
す
る
学
習
や

知
識
共
有
の
重
要
性
が
増
し
、
そ
れ
が
島
の
産
業
の
発
展
や
停
滞
に
大

き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
呂 
興
平 
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お
お
ろ 

こ
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へ
い
）
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生
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